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転移性肝痛の診断に対する血清 5'‐nucleotide phosphodiesterase

isoenzyme‐Vの 有用性に関する検討

5'‐nucleotide phosphodiesterase(5'‐NPD)は 一本鎖

の DNAお よび RNAの 3'→5'phosphodiesterase結

合を分解し,5'‐nucleotideを生成する核酸分解酵素で

ある。この5'‐NPDの isoenzymeである5 NヽPD‐V(EC

3.1,4,1)は 近年検出された比較的新しい isoenzyme

であり,肝 細胞癌,転 移性肝癌および肝硬変 ・肝炎な

どの肝疾患息者の血清に特異的に出現す る とい

うll―〕.著 者らはは転移性肝癌に対する血清5'‐NPD‐V

の診断能を,CEA,超 音波(US),computed tomogla,

phy(CT),選 択的腹腔動脈造影 (SCA)と 比較し,そ

の診断的有用性を検討した.

対象と方法

癌の既往のない術前の結腸直陽癌症例105例,胃癌症

例45例の合計150例を対象とした.肝 機能検査のうち,

総ビリビン2.5mg/dl,GOT・ GPT 50単位以上の症例

は除外した。これらのうち,手 術時に組織学的に肝転

移陽性と診断した症例は,結 陽直腸癌症例では33例,

胃癌症例では 8例 の合計41例である。正常対照群は93

211である。血清5'‐NPD‐Vの 測定はポリアクリルアミ

ドゲル電気泳動法
1)により,5'‐NPD‐Vの bandの 高さ

を測定した。正常対照群の bandの 高さの M+2SDで

ある3.Omm以 上を肝転移陽性とした。また,同一検体

よりCEAも Dainabot tt RIAで測定 し,10.Ong/ml

以上を肝転移陽性 とした。画像診断法の US(日 立

EUB 22,25),CT(GE CTT8800),SCAは 放射線

専門医により行われた。

結果と考察

肝転移の診断能を 4つ の指標で表わした (表).sen‐

sitivity(検査 陽性症例数/肝転移 陽性症 例 数),

specificity(検査陰性症例数/肝転移陰性症例数),

predictability(肝転移陽性症例数/検査陽性症例数),

accuracy(検査陽性 ・陰性と肝転移陽性 。陰性の一致
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した症例数/検索全症例数)で み ると5'‐NPD―Vは

CEAに 比べ,4指 標とも優れていた。なお,CEAの 肝

転移診断能はcut Off値 2.5mg/ml,5.Ong/ml,10.0

ng/mlの うち10.Ong/mlが 最も優れていたため,今 回

は10.Ong/mlを cut off値とした。 5'‐NPD・ CEAに 加

えて,  3種の画像診断法 との 5種 の比較では, s e n‐

sitivityヤよ5'NPD‐V,CT,CEAの 順″こ,specificityヤま

SCA, US,CT, 5'‐ NPD‐ Vの 順に, predictabilityヤま

SCA,CT,5'‐ NPD‐ Vの 順に, また accuracyは CT,

5'‐NPD‐V,USの 順に優れていた.し かし,画 像診断

法は肝転移が強く疑われる症例に施行され,か つ診断

時には種々の臨床検査成績の情報が入っているため,
ブラインド測定により判定されている5'‐NPD‐Vな ど

の生化学検査法と同等に評価することはできない。 こ
の5',NPD‐Vは 種々の肝障害により偽陽性を示す傾向

にあるため2j3),今回は総ビリルビン,GOT,GPTが 高

値を示す症例を除外したが,今 後肝機能との関連をさ

らに追求する必要がある.5'‐NPD―Vの 肝転移の診断

能は癌の原発臓器に影響されないと考えられる.

結  語

血 清5 ' ‐N P D ‐V の 肝 転 移 診 断 能 は s e n s i t i v i t y ,

specificity,  predictability,  accuracyの 4指 標 とも

CEAよ りも優れていた。さらに,US,CT,SCAを 加

えた検討では,sensitivityで5‐NPD‐Vが 最 も優れてい

た。 したがって血清5‐NPD―Vは 肝転移の有用なマー

カーとな りうる可能性がある。
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